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メタ・ポエムとしてのgeo－poetry
一シェイマス・ヒーニーの“Gifts　of　Rail1”の性と聖と政
橋　本　槙矩
?
　たとえば，言葉（tongue）と発語器官である舌（tongue）が地質（geologicaB
formation）とアナロジーをなし，発語行為自体がその土地の歴史への穿入
とのアナロジーである地名詩，“Toome”（W，0）を書いた詩人はヒーニー
がはじめてであろう。これは17世紀以来の風景詩の伝統またはロマン’
派以後の自然詩の伝統の中に置いても特異なことだと思われる。彼の詩の
多くはまず何よりも言葉（tongue）を舌（tongue）で賞味することから始ま
るが，それは同時にアイルランドの特殊な歴史，風土，政治，宗教と切り
離しがたく結びついている。しかし殊に注目に値するのは彼の詩では身体
〔構造〕と地勢ないし地質と言語表現が重層のアナロジーをなしているこ
とである。“Oysters”（F．　W．）の一行目‘Our　shells　clacked　on　the　plates”
では‘垂撃≠狽?刀fが同時に‘palate’（口蓋）を予感させ，皿と舌の上ではじけ
る海の香はさらに，次の‘My　tongue　was　a　filling　estuary’に於て「潮
の満ちてくる入江」と発語器官である舌との見事なアナロジーを作ってい
る。それに続く詩節では古代世界の支配者であったローマ人たちの贅沢な
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美食への反発と同時に自分のためらいにいささかの怒りをおぼえながらも
詩人は牡蛎と言葉を賞味してしまう。そして詩作行為へと自分をかりこむ
のだ。‘Iate　the　day／Deliberately，　that　its　tang／Might　quicken　me
all　intg　vgrl，pure　verb．’ここで‘tang’はtongueに，‘verb’は語源と
して‘word’の意味であるから．食行為そのものが言葉を食べることを暗
示している。ヒーニーはまさしくtongue（舌）でtongue（言葉）をなめず
る（lick）ようにして詩を作るのである。　・
　ここで“Gifts　of　Rain”（w，0．）を読解するために必要と思われる基本的
概念を本論で詳述する前に概要として記しておきたいと思う。第一にヒー
ニーの詩の多くを読み解く鍵は上にも示唆したとおり言re　・＝身体＝地質＝＝
歴史の四極重層のアナロジーにあると思われる（1）。ここで身体という場合，
発話器官である口蓋だけでなく性的部分なども含む。．とりわけbog（アイ
ルランドの沼沢地でピートをとる）を対象とした詩は性的アリュージョンに
富むばかりでなく鞄質の次元が問題となる。また，‘The　Deviner’．（D．　N．）
のように土地を占い，水脈などを見つけるgeomancer（土占師）と詩人の
仕事の一致がヒ．一ニーの作品に重要な構成を与えていることは注目に値す
る。．
　ピーr一は詩と散文の両方で広く，「土地」を意味する時は1and，　place，
ground或は1ocalを用いるがlandscapeとい．う言葉は自分の郷土を示すと
きは使肌ない・ヒーニーは自分り知・て・・る土地につ」・ては「1・nd・cqp・
ではなくplaceとして考える」どP．　atrick　Garlandとのテレビ・インタヴ
ュー ﾅ述べている（2）。おそらくその理由e：　landscapeというと歴史的に英
国文化の匂卦がするというだけでなく，距離をおいて眺望する鞄勢の・ニュ
アンスがあるからだろう。語源的にみても‘land－scopeo’は‘100k　at　land’
であり，視る事に重点がある。地勢を客観的なものと見るよそよそしさが
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そこにはある。『ピー一ニーの言葉で言えぽ「自分の手をその上に置ける土
地」’ﾍplaceや・groundであっても決して‘lands6ape’ではないのだ。よ
りtangibleな1もの，身体接触的な絆をヒーニーは風土に感じているので
ある．言うな庶・一ニーの詩の対象は風景という軒騨界ではなく・
Bo9－o6e血s（3）にみられるとおり雫専申な運動性を示すgeologyの重層性で
あるS単に視覚によってでは捕えられず，身体運動感に密着した掘る（dig）
或はなめる（lick）という行為で掘削され，また同時に感受される対象nfCあ
る。そして英語のgeologyの‘geo’には‘生み出すもの’ﾆしての大地’』の
みならず，‘起源；‘下降’の意味が含まれているのでヒLニーの詩の説明に
は適当であろ一う。ロマン派の詩が風景と記憶の女神ムネメとの結婚の結実
だとするなら｝まヒーニーの詩は地質一歴史一言語の連鎖構造と身体的共通
感覚とのアマルガムである。その意味で彼の詩を地政学（geopolitics）なら
ぬ詩の地質学（geo・poetry）という表現で呼んでみたいと思う。
　またヒーニーの詩の多くは詩作それ自体についての自省的要素を内包し
てし’Aる．こ2、ex　D、ath　bf：。’N。t。。・li・tの“Diggi・g”（D．　N．）・’（i一彼が地を・
掘る行為と物を書く営為と・をspade－penのアナロジーで重ねて以来一貫
した特徴である。たとえばField　VVorleの“Glanmore・30nn6t”では畑
の畝をVerSe［元の意味は‘turn　of　plough’］と重ねている。つまりメタ・ポ
エム，つまり詩それ自体についてのsub－textをもつtextとしての詩がヒ
ーニーの詩のもうひとつの特色である（4）。
　以上の二点を次の本論で敷衛しなカミら“Gifts　of　Rain”を読む作業に入
りたい。この詩は自作朗読を収録したFaber　Poetry．Cas合etteセこ選ばれて
いる一篇であることからもわかるとおり，ピー二層一自身重視している18思
われる作品であるが批評家や研究老たちは自分の論旨に命わせで一部のみ
を批評しているに限られる（5）。唯一，例外であるAdolphe　Harbererの論
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文（6）は音韻関係の分析に限り見るぺきものがあるが，ヒーニーのその他の
詩との関連や歴史的脈絡を無視しているので字義の解釈や構造の分析にお
いて誤りが多い。そこで筆者はこの詩の全面的解読を試みることにしたい。．
まず上記の二点に留意しながら字句の解釈をする。次に人称と時制，その
他の技巧の用いられ方を手がかりに四部からなる詩全体の構成にメスを入
れたいと思う。なぜなら，図表（3）に整理してあるように，この詩は一読
すると乱雑な印象をうけるが，実は見事に鍛造された堅固な構造がある。
また鉱物や地質に対し詩人としてのヒーニーは現代ではまれな感性を保持
しており，その点についても少し考察してみたい。最後に詩作品は言葉と
リズム，イメージ，言葉の持つ歴史性，詩人の詩作行為などとすべての関、
係に於て包み包まれ合う，また別の言葉で言えぽ照りかえし合う諸関係の
総和であるとするならば詩の原理ともいえるreflexivity（反照性）がこの
“Gifts　of　Rain”に於てもみられるはずであるという前提をここで確認し
ておきたい。以下，四部の第一部から原詩と試訳を示していく。またヒー
ニーの詩集のタイトルの略号を次のようにする：Death　of　a　Naturalist
（D．N．），　Door　into　the　Dark（D．　D．），　Wintering　Out（W．0．），　North（N．）．
Field　Work（F．W．），　Station　Island（SJ．）
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Cloudburst　and　steady　downpour　now
for　days．
　　　　StiH　mammal，
straw－footed　on　the　mud，
he　begins　to　sense　weather
by　his　skin．
一　4　一
Animble　snout　of　flood
licks　over　stepPing　stones
and　goes　uprooting．
　　　　　　He　fords
his　life　by　sounding．
　　　　　　Soundings．
天の底がぬけたような連日の
どしゃ降り。
　　　　今だに四つ足の
弱々しく泥土に立ち
皮膚で天象をうかがう。
洪水の鼻面はすばしっこく
渡り石の上を舐ずり
根こぎにしてゆく。
　　　　　　彼はまさでり
ながら生命の瀬を渡る。
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さぐりをいれながら。
　第1行目の中には［au］の二重母韻が三つもあり，さらtle　cloudの［aud］
とdownの［dau］，またdownの［aun］と次のnow［nau］が交差韻を形
成している。［au］は下のsnoutやsoundingにも配置され，重い響きに
よって天地がすっかり雨に包み込まれている感じを音と口蓋の動きそれ自
身によっても示している。またこの行だけでも二つある［st］の子韻はこ
の詩節全体で6つも使用されていて激しく降る雨足や洪水の運動性を鋭く
響かせて［au］音に包まれた世界の中をつきぬけている。
　以上のように交差韻などの巧みな詩的技巧が張りめぐらされていること
によってこの詩の自立性は保証されている。このことは第4部を論じる時
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に再び言及することにして次に‘still　mamma1，／straw・footed　on　the　mud’
に移ろう。ここは前の行からみれば唐突な表現であるが読者は漠然と雨に
うたれる動物のいる原始的風景を連想するのではなかちうか。またテッド
・ヒューズの“Wodwo”を知る人は初原的感覚で外界と己の存在の境界を
まさぐる動物を連想するだろう。ともあれ創世紀の大洪水の直後の大地を
水がおおっていた頃のことを示していることは第3部の‘antediluvian’
（洪水以前）によっても明らかだろう。‘straw－footed’とは何を示している
のだろうか。箱舟を出たノアがわら靴をはいていたとの想像か，また‘hay．
　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
foot’のように軍隊用語の新兵を示すのか，解釈は多様であるがstraw
は‘脆いもの’を示すので筆者としては次に引用する　El“mund　Spenser
のアイルランドについての報告書の一節を想い出すのである。この文章に
ついてはヒーニーも『ガーディアン』への寄稿の中で言及しているだけで
なく（7），‘Bog　Oak’（W．　O．）や‘Tradition’（W．　O．）でもその表現を応用し
ている。これはスペンサーがアイルランドに於るマンスターの戦乱の情況
視察に1598年に来訪し，包囲された城塞から眺望したときの文章である。
Out　of　everie　Comer　of　the　woodes　and　glinnes　they　came
Crepinge　upPQn　theire　handes　for　theire　leggs　could　pot　beare
them，　they．10ked　like　Anatomies　of　deathe，　they　spake　like
gh・・t・・C・yip9・・ut・f　th・ire　g・aves・th・y，did　eat・th・dead
Carrions，’wheare　they　Coulde　find　them＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下線層筆者）
・当時の興隆しつっあった文明国のイギリス人の眼から見ればアイルラン
ドの未開の地に住むのは人間の姿をした‘動物’で，飢えのために‘骸骨の
ように痩せこけ’，‘両脚が弱くて立てない者たち’であっ・た。言うまでもな
くヒr＝rの共感は、この原住民の側にある。彼は“Anahorish”（W．0。）の
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申で彼らをmound．dwellersと呼んでいるが『ガーデ4アン』に寄せた文
の中で‘Ifeel　closer　to　the　native，　the　geniUs6s　of　the　place．’と述ぺ
ていることからも明らかなように，ヒー　i’vに・とって‘mound－dweller’
は0．E．　D．『の定義，’‘a　’　primitive　man　who，dwelt　in　a　rudely　erected
moundrではなく，地の霊つまり祖霊である。従って‘straw－footed　on
the　mud’は生命活動の初期段階を示すと同時に‘もろい足’で大地（8）に立
つアイルランド人を歴史的に回想し（スペンサーの文章を念頭におきなが
ら，それを逆手に取ρて）大地の要素（Elements）と密接に触れ合う隼活を
している人間への共感を表現しているととれる。そしてそれは箱舟を出た
ノアのように大地の生々しい現実を素手で生きぬいていかなければならな
いということ（‘＿＿Sense　weather／by　his　skin’）にも『通じる。詩人もまた生
身の皮膚感覚で対象をさぐり（sense／sounding）詩作していかなけれぽなら
ないこととパラレルである。次の‘A血imble、snout　of　flood’以下3行は人
間と動物そして大地と水というElementsが渾然一体となbた未分化の状
態を詩人は想念しているので，ここでは水（洪水）自体が動物に擬せられ，
‘その鼻づらが渡り石をなめずる’のである。ピー二ごぱ“AN6w＄ong”
（W．D）でもMoyola河をテーマたしている。その第2詩節の冒頭，‘And
stepping　stones　Iike　black　molars／sunk　in　the　ford，’では渡り石を黒
い臼歯に喩え，’その上を流れる河の水を第4詩節で‘river　tongue’　’と表現
　●　　　●
している。つまりこの詩でも発語器官である口蓋の構造が目然のしくみと
興味深く重ねられている6“Gifts　of　Rain”では舌でなく‘鼻づら’渉渡り
石を‘lick’するのであるが，舌と鼻づらの差は無視してもさしbかえない
であろう。なぜならここでは人間ではなく動物のイメージでヒーニーは一
貫させているのだから。・‘lick’という単語に注目すると“Vikihg　Dublin”
（N．）の中に‘My　words　lick　around　cobbled　quays’また“A　New　Song”
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の第4詩節に‘licking　deep’とある。明らかに地勢＝身体（ここでは発声
器官の口蓋）＝言葉の三極が成立している。従って“Gifts　of　Rain”の
‘Animble　snout　of　fiood’以下にもやはりtongue（舌・言葉）がstepping
stone（歯）を‘lick’するという暗喩が隠れていると言えるだろう。
　とすれば次の‘and　go6s　uprooting’は同じく三つの極に当てはめて読
むことができるだろう。
　（1）地勢ないし自然
　　文字どおりには洪水が草木を根こぎしていくこと。しかし渡り石をな
　　めるように浅く越えた水流が次に川底に向って深く落ち込むように流
　　れることも示す。
　〈2）身体ないし口蓋
　　‘root’には‘豚などが鼻づらで地面を掘って餌を探す’の意味があるの
　　で舌が歯に当って発語しながら文化の根底にある語をさぐる行為を暗
　　示している。
　〈3）言　葉
　　英語で詩作するアイルランドの詩人であるヒーニーがtongue（snout）
　　●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　・
　　によって，原語圏にさぐりを入れていること。
　この三極構造に歴i史を重ねて書かれているのが“Toome”である。
Toomeは北アイルラソドのBann　Valleyにある地名で，古代アイルラ
ンド人の居住地であり，かつ1789年の反乱の地でもあった。ゲーリック
ではTaimとつづり‘burial　mound’の意味である。地名それ自体が過
去の‘埋葬地’なのである。詩人はトゥームと口ずさむ。するとすぼめた口
の中で呼気と共に舌が少し上にあがる。それは発破によって位置のずれた
rZ板岩の下へと潜ることとアナロジーである。詩人は地質に穿入するにつ
．れ，ローム層や燧石，また反乱の戦いの残津である弾丸やまたその以前の
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ヴァイキングの残したtorc（首飾り）などを探鉱しつつさらに地下深く潜
行していく（9）。Station　lsland　ee収録されている“Sandstone　Keepsake”
や“Shelf　Life”は種々の鉱石の肌ざわりをめでるように書かれた作品で，
それらもまたヒーニーのdendrophilia（樹木愛好）ならぬgeophilia（地質
愛好）を示している。ヒーニーに於ては地勢を愛撫し，地質の中に潜るこ
とはまた別の詩でsexualな行為を暗示し，土勢そのものが女体のアナロ
ジーとなっている。この点についてはもう少し先で再述することにして一
応ここでは四極構造の身体の項について，それは特に発声器官である口蓋
だけでなく，特に，sexual　organの携合もあることを指摘しておく。
　次に‘He　fords／his　life　by　sounding／Soundings’は危険な生命の河を
測鉛して生きていかなけれぽならなかったアイルランド人の生活を暗示し
ていると同時に，詩人が音を発することによって水中に隠れた〔原語図〕
をさぐる詩作行為も暗示している。‘Soundingsうは水深を測ること以外に
いくつかの意床を連想させる。たとえば“Personal　Helicon”（D．　N．）で
詩的霊感の源泉をたずねる詩人は，自分の心の奥に測鉛をたれるために
rhyme（詩を作る）と言っている。つまり‘l　rhyme　to　see　myself，／to　set
the　darkness　echoing，’という詩句が‘sounding’のもうひとつの意味で
ある。地中に，水中に測鉛をたれること，或はもっと穫極的に地を掘るこ
と（dig）に自分の詩作のメタファーを見いだしてきたヒーニーの詩的営為
はDeath（ゾαNaturalistよりField　VVorkまで一貫している。
?
Aman　wading　lost　fields
breaks　the　pane　of　flood：
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　a，flower．of「mud・∫己’　　　　　！
　watgr　bloomS　up．　to・his　reflection
　like　a　cut　swaying’
　its　red　spoors　thr6ugh　a　basin．・・
　耳is　hands　grub
，whe「e　lhe　spade　hF．s　upc4stled．
　sunken”drills，　ah　atlantis　・
　he　depends　on．　Sq
he　is　hobped　to面hefe　he　planted
an（i　sky　and　ground　　　’r．　　　　」
qre　running・naturally　among　his　arms
that　grope　the　cropPing　land．
　　　　　　　　　　　か　ち水に没した畑を徒歩でいく
男はガラスの水面を割る1
みずも
氷面に映る男の方へと
泥水の花がたちのぼる
洗面o水の中で切傷が
赤いすじをひくように。
男の手は鋤がくずした
水中の畝へとつかみかかる
そこは生きる糧を与える
アトランティス
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男は植えつけた土地に
呪縛されている，そして．
空と大地が，畑地をさぐる
腕の輪の中に流れている
メタ・ポキムと．Lてのgeo・poetry（橋本）．
最初の三つの詩節は水噸繍砂・ガイモ畑酵く農民嚇の嘩舌U
す。すると彼の像の映る水面に，かき立てられた泥水が立ちあがってくる。
その様は水を張った洗面器の中の傷口から出た血のようだ……これが表面
の字義どおりゐ意味で夢る。しかしここを’メタ・ポエムとして読む試みは
意外な意味を開示してくれるだろう。そap手がかりとなるのはField　VIZorle
の“Song”にある‘The　mud．flower　of　dialect’という表現である。これ
から類推すると詩人は‘afl◎wef　of　Mud’によrって「泥の花」の視覚的イ
メ＿ジと同時に地中に埋もれたdialect（方言）のことを暗示しでいる。彼
が犬地に・‘さぐり’を入れたときに浮き上ってくるのはゲ7リック語であ
り，それが彼の思索（‘reflection’）へと浮き上ってくるのであろう。しがも
それは同時に血の連想をも呼びおこす悲惨なアィルランドの過去と結び合
っている。一詩人のJon　Silkinは自然描写と現代的な分析的イメ・‘一ジの意
表をつく結びつきを‘afiower　of　mud．water’と‘a　cut　swaying＿’に見
ているが（le）彼がdomestic　imageとみなしているこの洗面器の中の血の
イメージはおそらく‘安全な家庭の水’ではないだろう。なぜなら，ここ
で切傷のイメージが出てくるのはその前の‘breaks　the　pane　of　flood’に
よれぽ，われ泥ガラスで切った傷口のことだからである。paneにpainの
ひびきを感じるので‘do菰estic’どころか，ここではむしろ流血のイメージ
が隠れているのだ。ピー二Lの詩には初期から武器のイメージが底流とし
て見え隠れしていることは多くの評者の指摘するところである（11）。pen　＝＝
gun　・＝　spadの三位一体は“Digging”（D．　N）以来一貫したヒーニーの想像
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力の骨格とでも言うぺきものである。従ってこの箇所を読んで筆者が想起
するのは，ヒーニーの深層心理を徴わしていると思われる殺識と流血の詩，
1）oor　into　the　Darleの中の“Dream”や，1971年，北アイルランドの紛争
激化の時，アメリカでヒーニーのみた悪夢である。“Dream”はひたいに
銘鎌をうちこむ夢である。1971年の夢についてはPreoccuPationsに説明
がある（12）。
Iremembered　a　dream　that　I’d　had　last　year　in　California．　I
was　shaving　at　the　mirror　of　the　bathroom　when　I　glimpsed　in
the　mirror　a　woullded　man　falling　towards　me　with　his　bloodied
hands　lifted　to　tear　at　me　or　to　implore．
　以上の事から“Gifts　of　Rain”の血のイメージは北アイルランドで生れ
育ったヒーニーの逃れようのない陰惨な心の傷でもあることがわかるだろ
う。しかし詩人は血を否定的な暴力のイメージとしてのみとらえることに
終始するのではなく，第3部では‘shared　calling　of　blood’に於て昔の
アイルランド人たちとの血縁の連帯へ結びつけている。
　　　　　　　　　　　o　　o
’次の四つの詩節についてまずジャガイモ掘りの農作業どして解釈すれ
ば，水中に没した畝を鋤で崩し，収穫する仕事である。その時，両腕の作
る形が男を大地に縛りつけている。大地は彼の生命を支えてくれるアトラ
ンティスである。両腕の作る輪の中に空と大地が自然に調和して映されて
いる。苦しい生活とはいえ自足し，一自然との過不足のない関係が成立して
いる。天地人の照応関係である。ここでは視覚的にも空と大地が水に映り，
このreflexivityの原理は後の第四部に到って詩の原理ともなる。次にメ
タ・ポエムとして読んでみよう。前述したように‘mud・flower’が方言で
あるとすればこのspadeはペンであり‘the　cropping　land’は豊かな言葉
の宝庫でもある。これは“North”で‘＿＿1ie　down／in　the　word．hoard，
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burrow／the　coil　and　gleam／of　your　furrowed　brain．’〔言葉の宝庫に身
を沈めよ，お前のしわを刻んだ脳の渦巻状のきらめきにもぐり込め〕にお
いて膿一躰（脳）一諜のアナ．・ジーによ・て成立しているもの蒔
しい。特に詩作の道具であるペンは農具であり，かつ鞄質に穿入していく
drillやauger（きり）であって，これらの道具はその形状と用途において
もヒーニーの詩そのもの，つまり詩型を含む彼の詩の呼吸そのものと関連
している（13）。
　The　shortness　of　a　line　constricts，　in　a　sense，　the　breadth　of
y。。，m。・・m・nt．　Of…rse，・f・・m・1　deci・i・n　i・n・ver　st・i・tly
formal．　I　mean　it’s　to　do　with　some　imp耳lsive　things，　some
instinctive　sense　of　the　p量tch　you　want　to　make．　And　with
North　and　VVintering　Out　I　was　burrowing　inwards，　and　those
thin，皿。11　q。。t・ain・P・em・，　th・y’・e・kind・・f　d・ill・・r　a・gers　f・r
turning　in　and　they　are　narrow　and　long　and．deep。（下線筆者）
　ここで彼の言う‘narrow　and　long　and　deep’は地質を深く穿孔してい
く詩のテーマと型式の一致をいみじくも表現している。さて‘His　hands
9・ub・以下四詩節も詩作についての・タ・ポエムと．してみれば・p・de＝pen
土地＝・　spade＝農民
　11　　　　1［　　　　ll
言葉＝＝pen＝詩人
　II　　　　！l　　　　ll
　血　＝gun＝兵　士
　n　　　　　　　　馳l　　　　　　　ll
＿一＿＿＿一＿LL－＿＿＿＿＿＿．lt＿＿＿＿＿＿＿，」L＿一＿一一一一
　ti　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　lt
　け　　　　　　　　ロ　　　　　　　　ロ
女性＝penis＝男性　　　　　　　　（僧）（女神）
〈注〉女性＝penis＝男性の連鎖につい
　　ては第4部で扱う。
図表（1）
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によって地中の原語圏（第3部のantediluvian　loreと同じもの）をさぐ
る行為と読むことができる。』‘he　is　hooped＿＿’　ork詩人が自分の方言を生
む土地に呪縛されていることである。‘cropping　land’は作物のできる土
地であるが，また地質学的には鉱床の露出した土地でもあってそこをまさ
ぐる行為とは言うまでもなくsoundingと同様に言葉のルーツをさぐるこ
とのアナロジーであろう。ここで以上のことを図示してみると図表のよう
なアナロジーの重層構図が顕われてくる。（図表（1））
皿
When　rains　were　gathering
there　would　be　an　all－night
roaring　off　the　ford．
Their　world．schoo！ed　ear
could　monitor　the　usual
confabulations，　the　race
slabber血g　past　the　gable，
the　Moyola　harping　on
its　gravel　beds：
all　spouts　by　dayligh．t
brimmed　with　t与eir　qwnζirs
and　over且owed　dac熱bar避el．．一．
in　IOng　treSSeS．
Icock　my　ear
at　an　absence－
in　the　shared　calling　of　b！ood
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arrives　my　need
for　antediluvian　lore．
Soft　voices　of　the　dead
are　whispering　by　the　shore
that　I　would　question
（and　for　my　children’s　sake）
about　crops　rotted，　river　mud
glazing　the　baked　c！ay　fioor∵
雨水が寄せ集まり
一晩中浅瀬を
とどろき流れ下るとき
いにしえの人々の野育ちの耳は
あの語らいを聞きわけた。
水車小屋を流れる早瀬
のおしゃべり，モヨラは小じゃり
の川床でハープをかなでた。
昼どきは
雨どいの口から
楽しい音がみちあふれ，
天水桶からは
長い水の房がたれおちた。
私は耳をそばだてる
ある静寂に向って一
呼びかわしあう血潮に
私は洪水以前の伝承
を夢みる
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死者たちのおだやかな声が
川辺でささやくのだ。
（子供たちのためにも）
腐ったジャガイモ，地下のむろ
　　　　　　　　　　　　●　　●に流れ込んだ川の泥，
これらのことを忘れるなと。
　このSectionでは四行連がエレジーをかなでて，豊かな水流の作る音と
イメージは談話と音楽の世界を昔の人々（死者たち）に与えていた。彼ら
の‘自然の学校で学んだ耳’に聞えていた音楽は今は聞えない。そこで彼
は‘an　absence’に対し聴き耳をたてる。この‘absence’とは単なる欠如，
無ではない。それは何物かが呼び込まれ，受胎してくる豊かな母体の腔部
ではないだろうか。昔の人々には現実にモニターできた「談話」を詩人は
今ここで想像力によって再度よみがえらせなけれぽならない。しかもその
想像力はワーズワスの言う‘wise　passiveness’に通じる女性的受動性を
持っている。ヒーニーがもう一箇所‘absence’という語を使用しているの
はNorthの巻頭詩の“Massbawn”に於てである。彼を可愛がってくれ
た叔母，Maryの家事にいそしむ姿が象徴している女性的受動の愛を画家
フェルメールの『ミルクを注ぐ女』を想わせる手法で描いたものだ（14）。
その最初に‘There　was　a　sunlit　absence’とある。この‘absence’は従
って白いカンバスでもあるが，受胎を待つ空間でもあり，逆説的に育えば
有（＝意味）を孕みつつある無である。“Sunlight”ではこの無の空間に
スコーンが焼けて膨らんでくるように女性の静かな受動性の愛が熟してく
るのである。
　“Gifts　of　Rain”の‘absence’を充填てくるものは何か？　それは第1に
‘the　shared　calling　of　blood’である。第2に次の第4部の‘a　mating　cal1
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of　sound’である。詩人がこの‘absence’『という母胎に受け入れる過去の
声とは具体的に何であろうか。それはアイルランドの悲惨な歴史を語る死
者たちの‘おだやかな’声である。‘antediluviah－10re’｝まむろん聖書的意．
味ではなく英国に植民化される以前のゲールの世界の伝承のことであろ
う（「s）。つまりmud－flower（方言）の伝える伝承であろう。従って‘soft
voices　of　the　dead’の‘soft’は“The　Guttural　Muse”（F．　W．）で若い娘．
の声が‘soft－mouthed’と表現されているのと同じく，女性的母韻の強い
ゲール語の響きの形容である。その声は詩人にアイルランドの悲惨な歴史
を思いおこせと囁くのだ。‘crops　rotted’はヒーニーが“For　the　Com。
mander　of　the　Eliza”（D。　N．）で書いている1845年の大飢鐘のことであるc，
次の‘river　mud／glazing　the　baked　clay　floor’は水の干上った河床の
説明であろうかσ6）？・Lかしそのように読んでは悲惨な歴史事実の説明に
ならない。Kavanaghの‘‘The　Great　Hunger”（1942年）に刺激されて書
かれたと言われる“At　a　Potate　Digging”（D。　N．）でヒーニーは飢えに苦し
む農民たちの姿とジャガイモを二重写しに幻視し（‘Live　skulls，　blind・eyed’〉
その次の詩節でジャガイモが‘putrefied／when　it　had　lain／three　days　irr
the　long　clay　pit’（「長い土むろの中に三日おかれたジャガイモが腐った」）と
表現しているので‘clay　pit’はジャガイモのむろである。とすると‘the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　o
backed　clay　floor’は焼き固めた土で作ったむろの床であり，そこに洪水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
が浸水してジャガイモを腐らせたのだと考えるのが自然ではないだろうか。
　最後に前の詩句に戻ることになるが‘in　the　shared　calling　of　blood’
のsharedはどういう意味だろうか？　これはまず血の連想から第1部の・
‘red　spoors’を思いうかべる。その意味では悲惨な流血の歴史を経験して
きたアイルランド人の血を詩人も共有してきたことを示すだろう。また
bloodを血縁と考えれば死者たちと詩人が共有しまたそれが子供たちにも
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受けつがれていく民族としての血である。詩人は耳を澄ますことによって
自分の身体の内を流れる血を聴き，その中に過去から未来へ向って継続さ
れていく伝承を，英国に支配される以前のゲールの世界を追い求めたいと
いう心からの渇望（need）をおぼえるのである。
The　tawny　guttural　water
spells　itself：Moyola
is　its　own　scσre　alld　consort，
bedding　the　Iocale
in　the　utterance，
reed　music，　an　old　chanter
breathing　its　mists．
through　vowels　and　history．
Aswollen　river，
amating　call　of　sound
rises　to　pleasure　me，　Dives，
hoarder　of　common　ground．
黄褐色の水が川にながれ
みずからをつづる。モヨラよ
楽譜と合奏よ
　　　　ねリードの音，そのしらべで
死者を弔う。
古の歌い手は
一一 P8一
母韻と昔の物語を
歌いながら霧をたてる。
増水した河の
誘いの呼びかけが
私には心地よい。私は
この土地を豊に守る者。
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　音楽で言えばコーダにあたる第4部は第3部までの不協和音を調和する。
音読してみると音韻構成が見事なまでのreflexivity（照りかえし）を持って
いることがわかるだろう。‘The　tawny　guttural　water’の交差韻（chiasmus），
tαz〃例αtがモヨラ河の水の自己完結性を保証するかのようにこの一行内部
で照りかえし合っている。ヒーニーの他の詩にもしばしば交差韻はみられ
る。たとえぽ“Digging”（D．　N．）の‘snug　as　a　gun’や“Sunlight”の
‘gleam　in　the〃meal－bin’である。交差韻はreflective　imageryと助け合っ
て詩句の照りかえしを強めその自己完結性を演出している。‘The　tawny
guttural　water／spells　itself：．’（「河の水がみずからを綴る」）は自然界の
Elementsが言語と一体化し分離を許さぬ強固な構造を作っているかよう
に見える。reflexive　imageryの例はChristopher　Ricksカミヒーニーの作
品から14例も挙げている。Ricksは“AndreW’Marve11：‘lts　Own　Resem－
blance’”（17）という論文でMarvel1を中心に，英詩にみられるreflexive
imageryの様々な機能を追跡しているが，とりわけ最近活躍している北ア
イルランド出身の詩人たち（ヒーニーの他，Michael　Longley，　Derek
Mahoni　Paul　Muldoonなど）に数多くのre　flexive　imageryの例を見い
出すことに注目して次のように書いている。（最初のセンテンスはKeats
からの引用である。），
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　（Areflexive　image　makes　the　reader　aware　of　the　mind’s　ability’
not　only　to　perceive　relationships加t　to　create　them　in　a　context
of　unity　and　ide豆tity．）
　Reunion，　unity，　and　identity：these　may　e．mbody，　as　they　do・
in　the　work　of　Marvell　and　of　Heaney，　not　only　phiiosophical
and　psychological　hopes，　but　also　civil　and　political　ones．
　The　reflexive　image　simultaneously　acknowledges　the　opposing・
forces　and　yearns　to　reconcile　them，　It　is，1ike　all　paradoxes，‘a
composition　of　co亘traries’，　and　composition　is　not　only　a　literary
term　but　a　civic　one，　of　peace　after　di任erences，　This　is　so　whether’
or　not　the　reHexive　images　in　Marvell　and　in　the’tlster poets、
deai　directly　with　civil　war，　as　they　sometimes　do　and　often　dσ
not．
　reflexive　imageryは下手をすれば自己閉鎖性に堕しかねないと思われ．
るが，成功している場合はsigni丘antとsigni丘6が一体化したような完結．
性を示すだろう。Ricksの言うとおりこのイメジャリーの機能が相対立す
るものの融和にあるとすれぽモヨラ河の「水の綴り」の中に既にそれは予
感されるのだ。
　‘gutturarは何か？　それは喉頭音の多いIrish　Gaelicのことであるtr
或はその発音の特徴を残すIrish　Englishのことであろう。この喉頭韻と
第3詩節にも出てくるvowels（母韻）をゲール語の特徴と考えるヒーニー
は“The　Guttural　Muse”（F．　W．）でゲールを話す若い女性を‘doctor　fish’
と呼ばれる‘tench’にたとえ，その魚のぬるぬるした粘液がもつ治癒の効
果について書いている。ヒーニーは幾つかの詩で‘slime’又は‘sli血y’を用
いているがこれは魚や蛙や鰻など水棲動物の粘液で，そこに始原的生物の
持つ生命力をヒーニーは感じ取っているのである。“The　Guttural　Muse”
の若い女性に近づいて古い傷を癒して欲しいと顔う詩人は，そのゲール語
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のもつ柔らかな発音‘soft．mouthed’にslimeと同じ慰撫を求めている。
とすれぽ‘guttural　water’はモヨラ河のそのような慰撫と治癒の力を示す
ことになろう。このように第4部は一行目においてすでに‘composition　of
contraries’を予徴している。第3部までに出てきた過剰（洪水）と欠乏，
過去と現在，死と生，労働と詩作などの和解は4部で成立している。先に
論じた‘absence’はここで受胎し空隙は満たされる。雨は洪水から恵み
（Gifts）へと変じるのだ。
　二行目の‘Moyola’から冠詞‘the’が消失していることは河の名称から
転じて女性として呼びかけられたと考えられる（18）。また河の霊に対する
呼びかけとみれば，Moyolaとisの句またがりの手法はApostropheと
してMoyoleを女神であるあなた（2人称）に転化させる見事な技巧だ。
　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●
Moyolaはゲール語の名称だからモヨラ自身歌う音楽はそのままゲール語
の歌となる。次の‘bedding　the　locale／in　the　utterance，’の‘bedding’は
性的な誘いかけの意味だけではないだろう。‘the　loca16’は‘土地の人々’
であるがそこに死者たちを含むのであるから‘bedding’には死者を安らか
に横たえる，つまり言霊＝音楽が地霊＝死者を弔うのだ。その証拠にreed
musicは古いケルトの音楽でありモヨラは‘vowels’と‘history’を呼吸し
ているのだから。（ヒーニーは“In．Memoriam　Francis　Ledwidge”の中
でも河のしらべを弔いの音楽にたとえている。）
　最後の‘Aswollen　river＿＿’以下に性的暗示があることは言うま’Clもな
い。しかしここを単に性的に読むだけで充分であろうか？　言葉＝身体＝
地質＝歴史の四極構造をここでも想起すべきである。身体のsexualityが’
地形になぞらえられ，国と国が犯し犯され合う関係を“Act　of　Union’2
（N．）に見るように，モヨラ河の増水を性的イメージとしてだけでなく同時
にアイルランドの歴史として表現、している“New　Song”（W．0．）を考えて
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みよう。
But　now　our　river　tongues　must　rlse
From　licking　deep　in　native　haunts
To且ood，　with　vowelling　embrace，
Demenes　staked　out　in　consonants．
しかし今や私たちの河の水は
住みなれた深みから湧きあがり
洪水となって，ゲールの母韻の
抱擁で，子韻の杭に囲まれた
英国人の領地をとりかこまなけれ
ぽならない。
　mustは［～にちがいない」「ねばならぬ」の両方にξれる，またDem．
esnesは12世紀以来英国治下にある領地（Pale）のことである。どちらに
しろアルスター6州を保持しようとしている北アイルランドの英国系植民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者の後畜たちには聞きすてならぬ反乱の詩にちがいない。“Gifts of　Raln
　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●
でも河の増水‘Aswollen　river’がイギリス植民地政策とイギリス文化へ
の反逆とゲール世界の復権と結びつく（19）。それは何故かと言うと，“Tradi．
tion”や“Act　of　Union”など多くの作品で祖国の土地をヒーニーは女性
原理（母韻・受動性・アイルランド），それを犯す侵入者を男性原理（子
韻・能動性・英国）と考えるからだ。彼は土地＝女性（女神）とみなし，
その守護僧侶（20）め役目を詩人としての自己にみている。たとえば“Land”
（W．D．）で‘1（the　poet）compose　habits　for　these　acre’と述べる時の
‘habits’は僧服であろう。また“Kinship”の中で詩人がケルン（石づみ祭
壇）を作り，‘Istand　at　the　edge　of　centuries／facing　a　goddess’と述
べるときは，僧侶として女神に対峙しているのである。ヒーニーのgeo・
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poetryの四極構造を側面から支えるもうひとつの深層構造として土地（地
質）＝女神＝女性原理その守護の役目をする僧侶＝詩人の原理があるよう
に思われる。ここに地質詩としてのヒー－t．7の詩がsexuality、と不可分に
一致してくる原因がある。土地が地質となる最大の契機はこれと不可分で
はないだろう。ヒーニーは地勢を女体になぞらえ（たとえぽ“Bog　Queen”
“Bone　Dream”）その上を舌でなめずるように，なぞらえるだけでなく，
地中への穿入を女体への侵入つまり性交とアナロジーとすることがある。
これを地質の身体化（風景の肉体化）を利用した聖なるものの受肉と言え
ないだろうか。上に言及した“Kinship”（N）のとりわけ第3部は大地（こ
の場合bog）との交接そのものとして読む事が可能である。‘tUrf・spade／
hidden　under　bracke11，は陰毛の中のペニスそのものである。
Ifound　a　turf・spade
hidden　under　bracken，
1aid　flat，　and　overgrown
with　a　green　fo9．
As　I　raised　it
the　soft　lips　of　the　growth
muttered　and　split，
atawhy　rut
opening　at　my　feet
like　a　shed　skin，
the　shaft　wettish
as　I　sank　it　upright
and　beginning　to
steam　in　the　sun．
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私はシダの茂みの下に隠れた
ターフ・スペードを見つけた
それは横たわって，びっしりと
緑の苔におおわれていた。
持ち上げると
やわらかな茂みが
音をたてて割れ
黄褐色の細長いくぼみが
抜けがらのように
足元にひらいた。
しめっぽい柄は
まっすぐに沈めると
陽ざしの中で
湯気をたてはじめた。
　地表だけでなく地中の地質も肉体の隠喩によって表現される。、口蓋と同
じく身体の腔部である性的器官も洞窟とその内部の鍾乳石の隠喩によって
表わされている例が“Summer　Home”（W．0．）の最終詩節である。’
Yesterday　rocks　song　when　we　tapped
Stalactites　in　the　cave’s　old，　dripPing　dark－一一一
〇ur　love　calls　tiny　as　a　tuning　fork．
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水したたる闇の中の鍾乳石をたたくと
岩が歌った。私たちの愛は
音叉のように小さく応える。
　ヒーニーはその他の詩，特にBog　Poemのシリーズで身体の腔部への
強い関心を示している。その対象が，“Bog　Queen”（N．），“Come　to　the
Bower”（N．），“Strange　Fruit”（N．），や“Punishment”（N．）のように女体
の場合はたしかに視姦から屍姦へと通じる官能性を示しているのでEdna
Longleyのような批評家の螢蜷をかう。しかしこれは性的要素が土地と歴
史と言語と不分離に結びついている結果であってその逆ではない。ヒーニ
ーにおける性は単独で詩のテーマとなることは無い。
　次に図示したように詩人と土地の関係は神話としてのNerthus神（北ヨ
ーロジパの地母神）と守護僧の関係に転置されている。彼（詩人）がこの女神
と性的関係に入るのは歴史としての地質の腔部に潜り込むためなのである。
ロマン派の詩人，特にワーズワスやまたその後ではバーディにとって風景
言　霊
詩　人
土　地
農　民
女　神1
守護僧
　：…? …｝ …?
　　　　　圏@brain‘North’
　　　　2qーニーの作品の多く 　　　　　■Bsexual　organ
言語の埋蔵庫とし を貫くアナロジーの中 土地・言語との一
ての脳 心をなすもの 体化のアナロジー
としての性
②tongue＆palate 巳
発語確認
図表（2）
一25一
メタ・ポエムとしてのgeo・poetry（橋本）
は記憶を媒介にして作用してくるある神秘的な力を表しているが，ヒーニ
ーの場合は前述したように風景というより‘dig’し又‘1ick’する対象とし
ての地質なのである。そして何よりも地質とは記憶をためこんでいる場所
である。個人の過去の記憶だけでなく，民族の過去の歴史がいわぽ埋蔵さ
れていることは考古学が証明するところである。ヒーニーがbogやバイ
キングについての詩を書く刺激剤となったのはP．V．　GlobのThe　Bog
PeoPleや1960年代から70年代にかけて盛んになったアイルランドの考
古学的発見である。それらがヒーニーを刺激し，個人だけでなく民族とし
てのアイルランド人の過去を詩の対象とすることを可能にしたと考えられ
る。地質＝言霊という対構成は地質＝女性原理，地質二肉体，また地質＝
歴史という四極構造をなしているのである。
　ヒーニーの地中への穿入は俗に言う「自然との一体感」とは意味が異な
る。一般にほそれは反社会的衝動の緊張の解消を意味するはずだがヒーニ
ーの場合は社会的靱帯（communality）確認への出発点である。一例として
Pレンスと較べてみると，彼の小説の主人公たち，たとえばバーキンやア
ーシュ’ 奄ﾍ機械化された産業社会での無機質化された人間関係への反動か
ら，（ピューリタン的精神形態の前進運動の極点での社会と自我の分極｛ヒ
の頂点で）生命の営みの原形質的なもの，つまり自然への回帰を求める。
たとえば『虹』のアシュラは……
And　she　lay　face　downwards　on　the　downs，　that　were　so
翫rong芝th乞t　cared　o墾ly　for　their　intercourse　with　everlasting　skies，
and　she吃翌炎???п@she　could　become　a　strong　mound　smooth　under
the　sky，　bosom　and　limbs　bared　to　all．winds　and　clouds　and
bursts　of　sunshine．
（下線筆者）
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　丘と一体化することを希求するが，’その究極点に於て自我の消滅言い
換えるなら，死（タナトス）への傾斜を示すエロス々自然に求める。・ここに
至って反社会の衝動は自我の消滅と同時にひとつのvisi6nに達するよう
にみえる。自我と社会の緊張関係の解消が問題なのである。それに対しヒ
ーニーの場合，地質や地形のエロス化はむしろ出発点である。父なる神よ
りは聖母マリアを崇拝するカトリックの傾向はヒーニー・の中で地母神的な
要素と結びついてくる（21）。女体を‘1ick’するように地形を追う“Kinship”
などの詩でも性的行為が宗教的儀式であるかのように感じられるのはヒー
二＿のカトリック的感性のためであろう。大地との交接はロレンスでは自
我の消滅であり，ヒーニーに於ては秘跡（サクラメント）のひとつである。
　次にヒーニーに多大な影響を与えたテッド・ヒューズの自然観は岩に
‘evil　eye’の魔力を感じとり，それを詩作のエネルギーでダイナマイトの
ように紛砕することから出発している，つまり岩への呪縛からの解放とし
て詩のイマジネーションが発条してくるので彼の自然へのスタンスは或る
意味でアニミズム的である。“Pennine　in　April”では大地の起伏が波動
するうねりようにとらえられ，その運動が大地を一つの生物のように感じ
させている。“Mayday　in　Holderness”ではバンパー河が大地の上をくね
る腸のように描かれている（22）。しかしやはりヒューズの風景も水平的視
界が問題で，ヒーニーのように地質の中へもぐり込む行為が女体への潜入
として，また歴史への遡行のアナロジーとして，垂直的にとらえられるこ
とはない。
　さて本題に戻り，‘amating　call　of　sound／rises　to　pleasure　me’が
性的であると同時に政治的含蓄を隠し持つ可能性を示唆しておいた。次に
‘Dives／hoarder　of　common　ground’にも土地＝女神，その聖域を守る守
護僧侶としての詩人というパターンがみられるのだ。まず‘Dives’は‘水
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に飛び込む’，つまりここでは女神の‘amating　ca11’に応えて性的関係に
入ることを暗示している。またルカ伝に出てくる‘Dives’は「富める人」
の意味であり，次の‘hoarder　of　comm6n　ground’はその説明となる。
づまり詩人がモヨラと性的関係を結ぶのは一人の男性としての資格に於て
ではなく，過去の人々も含む土地の人々のすべてを代表する無人称の‘共
有の土地’の守護僧としての資格に於てである。彼は土地と伝承をうけつ
ぐ者として「富める人」である。
　ここで再びヒーニーにとっての土地という問題を他の作品から考えてみ
よう。彼はPreoccupationsの“The　Sense　of　Place”で「風土は聖なる
ものである」ことをくりかえし強調している。そして土地とそこに住む人
間の心の結びつきを結婚という比喩で説明している。とすれぽヒーニーに
とって土地とは政治的紛争の対象としての領土である以前に宗教的なもの
である。またきわめて性的なものでもある。この点を考えるとヒーニーに
とって，故郷，北アイルランドのTamniamのTownland（小さ．L・教区と
村をかねたような単位）（23）と，とりわけ彼の農場Mossbawnがきわめて大き
な意味をもってくる。ヒーニーの半自叙伝的エッセイ“Mossbawn”の第
一部は‘Omplalos’と題されている。近隣の五家族が利用している共用井
戸があり〕それは地域の共同生活の中心であった。その意味でもポンプは
　　　　　　　へそ象徴的な土地の贋（omphal。s）’でもあったわけだが，．ヒrニーはさらにそ
れが地中への通路でもあることを強調している。
　Ialways　remember　th　pleasure　I　had　in　digging　the　black
learth　in　our　garden　and　finding，　a　foot　below　the　surface　a　pale
seam　of　sand．　I　remember，　too，　men　coming　to　sink　the　shaft
of　the　pump　and　digging　through　that　seam　of　sand　down　into
the　bronze　riches　of　the　gravel，　that　soon　began　to　puddle　with
the　spring　water．　That　pump　marked　an　origlnal　descent　into
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earth，　sand，　gravel，　water．　It　centred　and　staked　the　imaginat量on．
made　its　foundation　the　foundation　of　the　omphalos　itself．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下線筆者）
　　‘That　pump　marked　an　original　descent　into　earth，＿＿’はヒー
ニーの地中への関心を強く示している。ポンプがあるのは土地の中心であ
り，それはパイプを通じて地下の水を汲みあげる。“Rite　Qf　Spring”（D．
D．）にこのポンプが取りあげられている。冬にわらを巻きつけて燃やすと
ポンプが氷解し七水を出す。最終行の‘Her　entrance　was　wet，　and　she
came’は性的状態を明白に示している。ヒーニーにとって地下への通路や
地質への穿入は多くの場合前述したように性的含蓄をもつ。土地の中心に
は女神＝女性原理が不動のものとL．てあり，それは神聖なものでもある。
ヒーニーには世界の情勢がどのようになろうと，歴史がどのように変化し
ようと，。の中心・そ楠である（・Ki・・hip”の中で‘This　ce・t・・h・1d・’
とYeats（24）をもじって宣言している）という信念がある。
　この聖なる中心層‘omphalos’を侵犯する者へのヒーニーの反応はどのよ
うなものか。それを最もよく示しているのが“The　Toome　Road”（F．　W）
である（25）。ある朝，北アイルランド紛争のため駐留しているイギリス軍
の装甲車がやってくる。村がねしずまっている早朝である。施回砲塔には
ヘッドホーンを被った兵士が立っている。詩人はひとりそれを凝視するが，
侵人者に対する怒りを共にしてくれる老はいない。彼はひとり怒りに耐え
ている……
Sowers　of　seed，　erectors　of　headstones，．．．∴
Ocharioteers，　adove　your　dormant　guns，
It　stands，here　sti11，　stands　vibrant　as　you　pass，
The　invisible，　untoppled　omphaols．
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種をまく者たち，墓石をたてる者たち……
戦車の駅者たちよ，君らの眠れる銃の上に
それはじっと立つ，君らの通過する間に震えて立つ
眼に見えぬ屹立するオムファロスが。
　‘Sowers　of　seed，　erectors　of　headstones．＿．．’はイギリス軍兵士への
蔑称である。‘アイルランドの女性を孕ませる者たち，人を殺して墓石をた
てる者たち’のことである。この場合erectorsは皮肉であろう。なぜなら
次の‘your　dormant　guns’は萎れたペニスであるから，‘charioteers’と
いう古代ローマの戦士を想わせる大げさな呼称もまた皮肉である。という
のは彼らの眠れるペニスの上に聖なる土地を犯されて怒りに震えるom・
phalosが屹立しているのである。言うまでもなくomphalosはデルフィ
の神殿にある半円形の右で，世界の中心と考えられていたものであるが，詩
人は，発音がo㎜（普遍の）十phallus（男根）に近いことを意識しているに
ちがいないのである。さらに動詞‘pass’と‘stands’に注目すると彼らには
導畢する者たちにすぎないのに対しこの‘見えざるomphalos’は‘stands
here　still’ここはstillにじっとと今だにの両方の意味をこめていると読
　　　　　　　　　　　　・　　　●　　　●　　　　　　■　　　o　　　■
める。従ってこれは“Kinship”の“This　center　holds”（この中心は不動だ）
に通じているのである。
　さて，ここで“Gifts　of　Rain”の最終行に戻ろう。聖なる土地，その女
神，言霊地霊を守る守護僧としての詩人にモヨラが与える結婚のよろこ
び，その衿持を詩人は‘hoarder　of　common　ground’という結びで表現
している。第一部で詩人は‘sounding’によって原語圏をさぐり，第2部
でそれが‘aflower　of　mud’つまり土地の方言と定義され，第3部ではそ
れが死者たちのゲール語であること，そしてここではモヨラ河は女神であ
り言霊そのものであることが明らかとなったであろう。’とすると‘ama一
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ting　call　of　sound’は性的な誘いであるだけでなく，詩人と自然が共に協
力者（mate）として共に豊かな言葉の宝庫を保有しているという関係にあ
るとも解釈できるであろう。‘croPPing　land’〔露出鉱床〕をまさぐっていた
手は今，たしかな手応えのある場所に置かれたのである。土地とは単なる
場所ではない。おそらく民族共有の記憶の貯こまれている‘common　gro・
und’なのだ。このようにしてヒーニーの詩においてめでたくも鉱籾と土地
と言語は一体となる。
2
ヒーニーの一篇の詩を中心にしてその詩句の意味と構造を探ってきた。特
セご第4部はすべてのものの調和と充足を表現している。自然との一体が性
的充足であると同時に聖なるものとの一体化であり，死者への騨撫による
過去の歴史との和解そして洪水朗によ・て導か泌・とにや禮饒
を約束する。一見野情詩にみえるこの短い詩が叙事詩でもあり，その終曲
部は結婚（Moyolaと詩人の）に終っている。第4蔀に到るまでのすべての
不協和音が最後には‘consort’つまり，あらゆるものの集う祝婚歌になる。
このことは詩型についても言える。’混沌を表わす第1部は行数も不規則で
詩節としてのまとまりもない。未分化の感覚と源初的生活を示している。
珈部醐則的な二行連で，しかも所・脚韻も踏んでいる・人称をみると
　テ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’無限定の‘he’から‘a　man’への移行であり人間の労働のリズムを暗示し
ている。第3部は過去形で昔をふりかえり，エレジー調のquatrqinを用い
ている。そして第4部では象徴的に調和を示す数の3であるtercets・を用
、1ている．混沌から対立するものの乖鰍経て調和へという流2’・eXk型に
も表現されている。また詩型と意味内容について同時に，Corcolanの表
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現を借りれば，‘circularityとreflexivity’（26）がみられるのは興味深い。ま
ず詩の行数で言えば第1部12行，第2部14行，第3部24行，第4部12
行で第1部と同じ行数に戻っていること，第2に音韻で言えば，第一行に
おいて［au］音が連続し，第4部のsoundとgroundの［au］音でしめ
　　　　●　●
くくられていること。意味として解釈すれぽ天から降った雨が地（ground）
でしめくぐられていること。また単語にも繰返しによる効果がみられる。
しかもまったく同形の繰返しではなくbeds／bedding，　call／ca11ing，　sound／
soundingのように変化をしている。また交差韻が前述した他にも‘down・
極　部 1
?
廻 Iv
行数 12 14 24 12
語節単位 無定 2 4 3
時制 現在 現在 過去一現在 現在
人　称
纐ｼ詞
　　動　物
??_　民
@　詩　入
　　　　農　民
≠高≠氏
@　　　詩　人
their死　者
@　土地の人々
P　　詩　人
She（Moyola）
ｫの導入
高?告l
詩作行為
allegollcaI
р?唐モ窒奄垂狽奄盾
descriptivenarrative
descriptive
@　十
獅≠窒窒≠狽奄魔
文体
sounding
｢分化の傾向性
農作業とアナロ
Wカル労働とし
ﾄの詩
Icock　my　ear
iwise
垂≠唐唐奄ueneSS）
音楽とアナロジ
@カル
対立と調和 自然との葛藤 労働の規律 過去との乖離 すべての融和とｲ和
Sequence
起 承
Icock　my　carで
ﾅ転調がはじまる
@　　転
土地（女性原理）
ﾆ詩人の結婚
@　　結
図表（3）
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pour　now’［aun－nau］のように多用されていることも詩全体の照りかえ
し構造を保証しているのである。図表㈲を参照していただきたい。
　図にも示してあるように第1部の‘he’は誰れを指すか不明確であり，
ピー二・一が意図的にheという代名詞を選んだのは明らかであるから，そ
の暖昧性こそむしろ重要なポイントである。本論の最初でも既に論じたよ
うに第1部は創世されたぼかりの初源的薄明の世界であり，そこに棲むも
のは自然のElementからまだ充分に分離し，明確な輪郭を持たぬ生物で
ある。従ってそれは動物でもあリアイルランドの原住民でもあり詩人でも
ある。第2部のamanは労働して生きる農民であり，また詩人でもある
ことは既に言及したとおりである。さて，なぜヒーニーはこの二つの部を
現在時制で表わしたのであろうか？　その理由はまず第一に生命の営みと
して（He　fords／his　life．．．＿）の生物の営為は普遍的なものであるからで
ろうと考えられる。つまり自然環境の中における労働という面である。も
うひとつの理由はこれらを詩人の仕事である詩を書く行為をsub－textと
して示したかったからであろう。詩人の詩作行為の現場を活字にするには
現在時制が最も適当であろう。第3部で過去時制の移行するのは詩人が個
別の具体的事例を想起しているからである。theirが指示するものは明示
されていないが，後半に出てくる‘the　dead’と‘the　locale’を示してい
よう。更に複数形が多用されていること（rains，　confabulations，　gravel　beds，
spouts，　airs，　tresses，　voices，　crops）も具体性を強めると共に，個々の存在の
集合性（英語で言えばcommunality）を強調するためと考えられる。そ
のためにかえって詩人が単独者として，今この時にひとつの不在に耳を澄
ませる姿勢がそこだけぽっかりと浮かび出る。そして過去に於ては豊かに
存在していたcommunalityを喪失している詩人はゲールの世界の伝承へ
の強い渇望を感じるのである。詩人は単独者として，自分の周囲にぽっか
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りと空いている‘an　absence’を詩作行為という想像力の実践でうずめて
いかなければならない……というよりは，ここで重要な変化が起きている
ように層、うのだが，詩作とは意志的行為だけではない……。つまりリルケ
的に言えぽ，静かに待つことの中に豊かに受胎してくる時間，受動性（ワ
ーズワスの‘wise　passiveness’）が必要ではなかろうか。ヒーニーはイエ
イツとワーズワスを比較して論じた“The　Making　of　a　Music”の中で
次のように述べている。
　　If　you　like，　I　am　interested　in　the　way　Va16ry’s　two　kinds　of
poetic　lines，1θ5　vers　40π舵5　and　les　vers　calczal6s，　are　combined．
The　given　line，』the　phrase　or　cadence　which　haunts　the　6ar　and
the　eager　parts　of　the　mind，　this　is　the　tuning．fork．to　which
the　whole　music　of　the　poem　is　orchestrated，　that　out　of　which
the　overall　Inelodies　are　worked　for　or　calculted．　It　is　my　impression
that　this　haunting　or　4∂nn60ccurs　to　all　poets　in　much　the
same　way，　arbitrarily，　with　a　sense　of　poromise，　as　an　alertness，
a・hanke血g，　a　readi箕ess．　It　is　also　my　impression　that　the
quality　of　the　music　in　the伽ished　poem　has　to　do　with　the
way　the　poet　proceeds　to　respolld　to　his　donne．　If’狽??@surrenders
to　it，　allows　himself　to　be　carried　by　its　initial　rhythmic
suggestiveness，　to　become　somnambulist　after　its　invitations，
then　we　will　have　a　music　not　unlike　Wordsworth’s，　hypnotic，
swimming　with　the　current　of　its　form　rather　than　against　it．
If，　on　the　other　hand，　instead　of　surrendering　to　the　drift　of　the
orginal　generating　rhythm，　the　poet　seeks　to　discipline　it，　to
hamess　its　energies　in　order　to　drive　other　parts　of　his　mind
into　lnotion，　then　we　will　have　a　music　not　unlike　Yeats’s，
af五rmative，　seeking　to　master　rather　than　to　mesmerize　the　ear，
swimming　strongly　against　the　current　of　its　form，　　、
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　ここで言うワーズワス的受動性への傾向とイェイッ的能動性への傾向を
ヒーニーは“The　Fire　in　the　Flint”というホプキンズ論の中では‘femine
mode”と‘masculin　mode’に相応すると分類している。便利な2分法だ
けに乱用すれぽ足元をすくわれるのだが“Gifts　of　Rain”の第4部の調子
を‘feminine　mode’として考えるとヒーニーの次の説明は的を得ているよ
うに思われる。
　＿．．．words　in　the　feminine　mode　behave　with　the　lover’s
come－hither　instead　of　the　athlete’s　display，　they　constitute　a
poetry　that　is　delicio11s　as　texture　before　it　is　recognized　as
architectonic．
　詩人の中に両方の傾向が混在しているのが普通であり，あくまで傾向性
の問題であるがヒーニーの場合も“North”や“Bone　Dreams”（N．）のよ
にリズムを短かくたたき切るようにして言葉をねじ伏せていく意志的なエ
ネルギーを感じさせる作品の場合と，“Glanmore　Sonnets”（F。　w，）の皿の
ように‘les　Vers　donnes’に身をゆだねているような印象の作品の場合が
ある。
　“Gifts　of　Rain”のユニークな点はこの二つの傾向が同時に表われてい
るこ．とである。1～2部の‘masculine　mode’が3部で転調，され‘feminine
mode’が主調である4部へと流れ込んでいる。その転調は‘I　cock　my　ear／
at　an　absence－’から始まる。特にダッシューは受動的に待つ時間を示
している。Moyola河は先にも論じたように女性性であるが，頓呼法の使用
によって2人称的にも感じとれることが重要である。he→a　man→［they
el］→［she（you）十1］という人称名詞の用い方がらみても［彼らと私］’と
いう対比から［あなたと私］という融和の中に詩が終ることに意昧がある。
しかもそれはモヨラが女性原理のすべてを象徴するものとして用いられて
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いることに支えられているのである。土地は言霊の棲む場所であり，その
奥処より出てくる音を聞きとるために詩人は女神（Muse）を必要とする。
そして同時に性が聖へと昇化されていくプロセスがヒーニーの詩である。
ヒーニーに於て政（まつりごと）は性と聖への侵犯として問題となる。
〈注〉
（1）　ヒーニーに多大な影響を与えたアイルランドの詩人にPatrick　Kavanagh
　　がいる。彼はアイルランドの土壌そのものが詩のテーマとなりうることを示
　　　している。ヒーニーはKavanagh論“From　Monaghan　to　the　Grand　Canal”
　　でKavanaghの言葉を引用しながら“lt　is　as　if　the　stony　grey　soil　of
　　Monaghan　suddenly　became　vocal．‘Clay　is　the　word　and　clay　is　the
　　flesh’”，と言っている。おそらくKavanaghの言葉はMandelstamの詩と
　　共に地質＝言葉＝身体のアナロジー形成のヒントとなったと考えられる。
（2）　cited　in　Patrick　Rafroid’s　“The　Sense　Place　in　Seamus　Heaney’s
　　Poetry”，　Studies　on　Seamus　Hean　ey（1987，　Centre　de　Publications　de
　　L’Univirsit6　de　Caen）
　　　　Idon’t　think　of（the　territory　that　I　know）as　the　Irish　landscape．
　　Ithink　of　it　as　a　place　that　I　know　is　ordinary　and　I　can　lay　my　hand
　　on　it　and　know　it，　and　the　words　come　alive　and　get　a　kind　of　person－
　　ality　when　they’re　involved　with　it．”
（3）Bog　Poems連作は8篇ある。
　　“Boland”“Bog　Queen”“The　Grauballe　Man”“Punishment”“The
　　Tollund　Man”“Strange　Fruit”‘‘Kinship”“Relic　of　Memory”
（4）　テッド・ヒューズからの影響をヒーニーは，その‘explosive　diction’に
　　あると述ぺているがAnglo・Saxonのcompound　word使用なども影響が
　　みられる。さらにヒューズの“The　Thought・Fox”がメタ・ポエムであるこ
　　となどもヒーニーの詩作のヒントであろう。
（5）　Nine　Contemporary，Poets（1979，　Methuen）のP．　R．　Kingの論は要点
　　を衝く文章である。
（6）Adolphe　Harberer：‘‘The　ways　of　the　possible：ATextua1　Analysis　of
　　‘‘Gifts　of　Rail1’’”in　Studies　on　Seamus　Heaney．
（7）　“The　Trade　of　an　Irish　Poet，”The　Gecardian（May　25，1972）p．17．
（8）straw・footedに言及しているのはわずかにAdo！phe　Harbererだけである
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　　　が，彼はスペンサーの文章には言及しておらず，次のような複数の意味を？
　　　　マーク付で提示している。
　　　　　Is“straw．footed”an　original　metaphor～　Is　it　indicative　of　a　great
　　　fragility，　descriptive　of　the　way　peasants　used　to　stuff　their　clogs　with
　　　straw　to　keep　their　feet　warm，　or　is　it　an　obscure　reference　to　the
　　　way　young　army　recruits　used　to　be　drilled（strawfoot／hayfoot）～
（9）1951年の考古学調査でToome　Bayの近傍で石器時代の遺物が出てきた
　　　事実がある。
（10）　“Bedding　the　Locale”in　New　Blackfriars（March，1973）
　　　　　‘afusing　of　the　traditional　concerns　of　the　land　with　the　modern
　　　analytic　image，　held　finally　together　by‘spores，’and　which　occurs　in
　　　the　contrasted　perception　of　the　domestic　water　contained　by　the　wash．
　　　basin．’
（11）たとえばJohn　Wilson　Fosterの“The　Poetry　of　Seamus　Heaney，”
　　　Critical　Quarterly（spring，1974）　等o
（12）　‘‘Belfast”in　Preoccupations，　p．33，
（13）　“An　Interview　with　James　Randall”in　Ploughshares（winter，1979）
（14）　フェルメールのr兵士と若い女』と比較する者もいるが，平凡な日常の仕
　　　事への静かな従容の様子からみて，また室内へさしこむ陽光からみてrミル
　　　クを注ぐ女』の方が“Sunlight”に相応すると思われる。
（15）　cf．　Neil　Corcoran：Seamus　Heaney（1986，　Faber　and　Faber）p．84．
（16）David　Annwnは1nhabited　Voicesでこの箇所について午上った河床の
　　　イメージを読みこんでいる。P．115．
（17）　Christopher　Ricks：The　Force　of　Poetry（1984，0xford）pp．34～59．
（18）　cf．　David　Annwn：Inhabited　Vo　ices（1984）p．115，　　　　　　　　，
　　　　　‘Moy’means　plain，　but　P．W．　Joyce　thinks　that　there　is　a　case　for
　　　inferring　tha＃any　river　called‘Moy’may　be　known　as　a　river　of
　　　‘virtue．’Anne　Ross　has　written　that　river　names　often　reflected　the
　　　names　of　goddesses，　such　as　the　Boyne　and　the　Shannon　named　after
　　　Boand　and　Sinann．
（19）　アイルランドと英国の文化の狭間に立っているヒーニーが歴史の地層に入
　　　りこんでいく手段は英語だけでなく，ゲール語である。“ANew　Song”の
　　　最後にも‘fortification’の意味の‘rath’，‘a　ritual　basin・stone’を表わす
　　　∫bullaun’を用いている。
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（20）彼が土地を守る神；地霊の守護僧侶の役をしてし、るイメrジは“Kinship”
　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　では祖父＝‘god　6f　the　waggon’，自分＝‘his　privileged　attendζpt’として
　　表現されている。“Land”（W．D．）はまさにヒーニーが自分の詩を土地の女神
　　に捧げることをSμb－textにし一1いる。
（21）Frank　Kinahanとのインタヴューでヒーニーはアイルランドのカトリッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ク教徒として次のように述ぺている。　　　　　　　　　　　，
　　HEANEY：＿＿亘ttituqes　that　are　deeply　within．　And　that’s　what　I
　　　meant　by　Catholic，　as　opposed　to　Protestant．　Take　the　Germans，　or
　　　the　Anglo－Saxons，　or　the　Northern　Irish　Protestants．　You　could・say
　　　that　the　Protestants’PQ今m　is“Our　Father，　which　art　in　heaven”
　　　－akind　of　stμrdy　negotiation　with　the　boss－Whereas　the　Catholic
　　　prayer　is　l‘耳ail　Mary”：“pray　for　us　noW　and　at　the　hour　of　our　death．
　　　Amen．”And　so　on，　Much　rnore　supplicatory．　　　　．
（22）　この詩についてはrテッド・ヒ＝一ズ鑑賞ノート（1）』で詳し．く分析してみ
　　た。
（23）　cf，　E．　Estyn　Evans：lrish　Eolk　Ways．　p．28．
（24）　イェイツが文化の中心の崩壊を予告したのは，いわゆる知的文化人のスノ
　　ビズムのような所があるのに対し，ヒーニーの姿勢は低く土地に密着した農
　　民の姿勢である。言い換えると最初から崩壊する文化の所有を許されなかっ
　　た者め謙虚と衿持が同時に‘this　center　holds’という詩句に感じとれるよう
　　に思う。
（25）　A．V．C．．　Schmidt：“‘DarknesS　Echoing’：Re且ections　on　the　Return　of
　　Mythopoeia　in　Some　Recent　Poems　of　Geoffrey　Hill　and　Seamus　Heaney”
　　の中の“The　Toome　Road”への言及は大変に鋭い分析を示している。　The
　　Review　of　English　Studies，　No．　142．
（26）　Neil　Corcdran，　p．84．
（英米文学科　教授）
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